リョウイキ ｢カンキョウ｣･リョウイキ ｢ヒョウゲン｣ ト カンキョウ ノ コウセイ : コガイ ホイク カンキョウ ニオケル カイハツテキ ジッセン ケンキュウ ノ ケントウ カラ by 槇 英子 et al.
77淑徳大学研究紀要（総合福祉学部・コミュニティ政策学部）　52　77－95,   2018
はじめに
2017（平成29）年度に告示された「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定
こども園教育・保育要領」が，2018（平成30）年度に施行される。幼児教育は子どもの自発
的活動としての遊びを中心とし，環境を通して行うという方針に変わりはないものの，これま
でにない大きな変更点も見られる。殊に，教育を通して育みたい「資質・能力に関する３つ
の柱」と「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿」という新たな枠組みが示されたこと
は，特筆すべきことであろう。それにより，小学校以降の教育とのつながりや幼児教育が目指
す方向性が明確になった一方で，平成元年の改訂による保育内容の６領域から５領域への変
更の意図の浸透に時間を要し，未だ領域の理解が十分とはいえないという実態から，さらな
る混乱を招くことも懸念される。そうした現状を踏まえ，改めて保育内容の領域の枠組みに
ついて再検討し，具体的な保育実践との関係性を整理し直し，実践につながる知見を得たい。
Ⅰ．表現と環境
１．問題の所在と目的
本研究では，主に「環境」と「表現」の２つの領域を取り上げて検討する。具体的には，
これまでの実践研究を再検討することを通して，２つの領域と物的環境の構成という保育
行為との関係性を明確にしたい。筆者らの実践研究は，「戸外において表現を育む保育環境」
となる具体的な教材を開発し保育現場に設定するというアクションリサーチによってその有
効性を検討し，教材の改善と新たな開発につなげるというものである。その検討は主に「表
現」領域の視点から行ってきたが，実践場面では，「環境」領域のねらいや内容にかかわる
姿が数多く見られた。ところが，表現を育むという視点を重視したために，実際に見られた
姿を十分に理解し援助することができなかったのではないかという課題が残った。
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この２つの領域は，ものとの関わりを必要とし，それを起点や契機や媒体とするという点
でつながりが深い。たとえば，「環境」のねらいに書かれている「興味や関心をもつ」こと
や「自分からかかわり，発見を楽しんだり，考えたり」することと，「感じたことや考えた
ことを自分なりに表現して楽しむ」という「表現」のねらいは，子どもの側からとらえれば
一連の行為である。そのため，物的環境構成は「表現」と「環境」の両領域を念頭に行われ
るべきであり，そのための理論を生成し，具体的な素材・教材・用具の提示や援助の方法を
示すことは，保育研究上の重要な課題であると考えられる。
本稿では，まず「領域」とは何かについて検討し，２つの領域の位置づけを明確にする。
それに基づいて望ましい物的環境構成の方法と援助に関する仮説を立て，筆者らが取り組ん
できた開発的な実践研究の再検討を通して検証する。それによって「環境」領域と「表現」
領域の充実につながる具体的な援助の方法に関する手がかりを得て，最終的に，保育環境の
質の向上と遊びを通した総合的な指導の実現につながる具体的な物的環境構成の方法に関す
る理論を抽出することを目的とする。
２．領域とは何か
（１）保育内容の変遷と領域
歴史的には，日本最初の幼稚園であり，1876（明治９）年に創設された東京女子師範学校
（現在のお茶の水女子大学）附属幼稚園の規定に保育内容の原型を見ることができる。当時は
３つの保育科目「物品科」「美麗科」「知識科」が定められ，そのなかにフレーベルの恩物を
模範とした25の子目が規定され，それが小学校の時間割のように配置されていた。各保育項
目は，30分ないし45分の時間で区切って指導されており，「保育時間表」が残されている１）。
その後1899（明治32）年に初の施設保育にかかわる法的基準である「幼稚園保育及設備規定」
（文部省）が公布され，幼稚園の目的と４項目の保育内容が定められた。「遊嬉」は子ども自
らが遊ぶ自由保育と保姆の指導によって遊ぶ設定保育，「唱歌」は音楽に親しみ歌をうたう
こと，「談話」は話をしたり聞いたりしながら言葉を習得すること，「手技」は恩物を使って
手と目の協応や認知力を養うこととされた。1926（大正15）年公布の「幼稚園令」と同時に
制定された「幼稚園令施行規則」では，保育内容を示す保育項目を「遊戯，唱歌，観察，談
話，手技等」と規定し，新たに戸外での自然観察等が含まれる「観察」が加えられた。保育
五項目の最初に「遊戯」が挙げられ，その中に「自由遊び」と「律動遊戯」が含まれていた。
前者にはおにごっこなどの伝承遊びやすべり台などの遊具遊び，積み木や砂遊び，ごっこ遊
びなどが含まれ，後者にはリトミックやダンスなど，音楽や唱歌を伴った手段遊戯が含まれ
ている。「唱歌」には遊戯と一緒になったものもあり，わかりやすい歌詞のものが歌われた。
「観察」は必ずしも理科的意味の観察ではなく，この項目が加えられることによって飼育や栽
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培，戸外保育が重視されるようになった。「談話」は昔話や童話，科学的知識，教訓的な話，
行事に関する話が取り入れられ，紙芝居や人形芝居も用いられた。「手技」は恩物をそのま
ま用いることは少なくなり，紙や自然物や粘土などが用いられ，行事やごっこ遊びのための
製作，自由画などが行われた。また，倉橋惣三の「児童心理」講義録２）の著者である川上須
賀子が所持していた『幼児教育全集』（倉橋惣三ら監修，1938（昭和13）年刊行）３）によると，
全８巻のタイトルは「幼児期の教育」「幼児の健康」「幼児のためのお話（上）」「幼児のため
のお話（下）」「幼児の玩具と遊び」「幼児の絵と手工」「幼児の詩・音楽・舞踊」「幼児の躾
け」となっている。この全集は昭和初期の保育内容を伝える史料であるが，保育内容が保育
項目の集合体と理解されており，それが広く浸透していた様子を窺い知ることができる。
一方，明治末期から大正期にかけて，欧米の幼児教育の影響を受け，保育項目を小学校の
教科のように画一的に時間を限って行うことなく総合して指導する保育法として「統合主義
保育」が行われ，「プロジェクト法」も実践されていた。また，倉橋惣三は保育項目を羅列，
配列しただけの保育案を批判し，1935（昭和10）年に『系統的保育案の実際』を著した。そ
こでは，子どもの生活を「生活」と「保育設定案」に分け，「生活」を「自由遊戯」と「生
活訓練」，「保育設定案」を「誘導保育案」と「課程保育案」に区分し，子どもの自然な生活
の中から生まれた主題にそって，系統的，総合的に保育案を編成することを提案した４）。こ
うした動きに「領域」の萌芽を見ることができるが，その影響の度合いはまちまちであり，
新旧様々な考え方に基づく保育内容や指導法が考案・実施されていたという状況であった。
戦後，1948（昭和23）年に文部省が幼稚園，保育所，家庭等に対しての保育の手引き書と
して「保育要領」を刊行したが，国が作製した最初の幼児教育書としてその後の日本の幼児
教育に大きな示唆と影響を与えるものであった。ここでは「保育内容」は「楽しい幼児の経
験」とされ，12の項目（見学，リズム，休息，自由遊び，音楽，お話，絵画，製作，自然観
察，ごっこ遊び，劇遊び・人形芝居，健康保育，年中行事）とそれぞれの具体的な活動が説
明された。この「保育要領」は，これまでの流れの延長線上にあったものの，保育内容を経
験とし，ごっこ遊びなどの総合的な活動を保育項目として取り上げ，「毎日の日課をわくに
はめるべきではなく，幼児の生活に応じて日課をつくるようにすべきである」と述べるな
ど，新しい幼児教育を示唆するものであった。
（２）「領域」の成り立ち
その後，初めて「領域」という名称で保育内容の枠組みが示されたのは，1956（昭和31）
年に制定された幼稚園教育要領においてである。これまで幼児の経験や活動のなかに包み込
まれていると考えられていた「ねらい」が，活動の分析から抽出され，代表的な項目をそろ
えて分かりやすい姿で表現し，幼稚園教育の目標群としての「領域」が示された５）（図１）。
そこでは，「健康，社会，自然，言語，音楽リズム，絵画製作」の６つの領域が定められ，
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それぞれに「幼児の発達上の特質」と「望ましい経験」が示された。この６領域は，小学校
以上の学校における「教科」と異なることも指摘し，幼児の具体的な生活経験は，常にいく
つかの領域にまたがり交錯して現れるため，「領域」はあくまでも内容を組織的に考え，指
導計画を立案する際のよりどころにするためのものであるとした６）。一方，「小学校の教育
課程を考慮して計画すること」とされたこともあり，実際には領域別指導に偏る傾向が見ら
れるなど，「領域」の登場に対する保育現場の混乱も伝えられている。
その後，1964（昭和39）年に告示化されて規範性をもつようになり，「領域」は育ってい
く方向性を示す目標群であり，「幼稚園教育の目標を達成するために，原則として幼稚園修
了までに幼児に指導することが望ましいねらいを示したもの」とし，「保育内容」は「幼稚
園教育の目的を達成するための手段」とされた。「領域」のねらいは相互に密接な連関があ
り，具体的，総合的な経験や活動を通して達成されるものであるとされたが，「領域」の考
え方には不明瞭な点も多く，「実践の場においては，依然として望ましい経験や活動を配列
する教育課程が継続されていたのも事実である」７）。
その後，1989（平成元）年に幼稚園教育要領が，翌年には保育指針が25年ぶりに大改訂さ
れ，領域は６領域から現在の５領域に変更された。それは，領域別に活動を考えたり，領域
の名前から小学校の教科名を連想し小学校の教科の内容につながる指導をすることによって
知識や技能の習得を目指した指導が行われるようになり，その結果，幼児の主体性や心の動
きが無視されて社会性が育たなかったりするなど，幼児期にふさわしくない教育となってし
まうことがあったことなどがあげられる。その改訂によって，幼稚園教育は「環境を通して
行われるものであること」が明確化され，発達をとらえる側面としての「領域」が編成され
た。領域の「ねらい」は，幼稚園教育全体を通して幼児に育つことが期待される心情，意
欲，態度などを示し，達成するために幼児が身に付けていくことが望まれるものを「内容」
とした点がそれまでと大きく異なる点であり，幼児教育の独自性が明確化された。ただし，
伝達講習会等によって広められたにもかかわらず，「ねらい」と「内容」の関係の明確化と
教師の役割の浸透にはかなりの困難があり，「表現」領域が２つの領域の統合によって誕生
したかのような誤解が生じたこともあり，その後の1998（平成10）年において教師の役割の
⑷
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図１　昭和39年告示幼稚園教育要領の領域の抽出の流れ（森元ほか，2008）
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明確化，2008（平成20）年の改訂では遊びによる学びの再確認などがなされたが，領域主義
的な保育からの完全な脱却には至っていない。
以後，領域については５領域のままであり，2017（平成29）年告示の保育所保育指針，幼
稚園教育要領，幼保連携型認定こども園教育・保育要領においては，それぞれの保育内容に
ついての規定の整合性が図られ，５領域に関する事項は同様のものとなっている。
このように「領域」の成り立ちからも個々の活動が「領域」に含み込まれるわけではない
ことは自明である。ところが，保育内容が保育項目の束であり，指導計画が望ましい活動や
経験の配列であった期間が歴史的に長かったという背景や「領域」の枠組みが活動から生ま
れ，当初は各領域に望ましい経験が示されていたという経緯が，視点としての「領域」の浸
透を難しくしたことが推察される。また，６領域時代の「内容」は「……ができる」という
記載が多く到達目標主義的であったことから，心情・意欲・態度をねらいとする現代の「領
域」が実質的に誕生したのは1989（平成元）年と考えられ，幼稚園創設以来100年以上続い
た保育内容の枠組みからの転換に時間を要していると考えられた。
（３）諸外国の保育の「領域」
天野（2016）は，「領域」に関して，諸外国の保育等を概観しても保育内容については小
学校以降の「教科」（Subjects）とは異なる「Areas」としていくつかの項目が規定されてお
り，それらには各国の伝統や文化とともに今日的課題や大切にされている価値観などが反映
されていると述べ，各国の保育の領域を表に整理している（表１）８）。各国の領域は，幼児
の発達の諸領域にわたりバランスよく配置されており，身体的発達，社会的発達，認知力の
発達，言語面の発達，創造力の発達などがそれぞれの国で踏まえられている。
各国のカリキュラムには，獲得すべきリテラシーを明確にしている就学準備型と生活基盤
型があるとされているが，今後，新たなカテゴリーが編み出される可能性，保育の領域をま
⑸
表１　各国における保育の領域　（天野（2016）より抜粋）
アメリカ イギリス フランス ニュージーランド スウェーデン 日本
身体的発達
個人的・社会的・
情緒的発達
言葉 ウェルビーイング 基準と価値観 健康
社会─心理的発達
コミュニケーショ
ン・言語
共に生きる 所属 成長と喜び 人間関係
認知発達 問題解決・言語 身体表現と行動 貢献 子ども自身の影響力 環境
言語とリテラシー
の発達
身近な世界と関わ
る知識と理解
世界の発見 コミュニケーション 家庭との連携 言葉
身体的発達
感覚とイマジネー
ションと創造
探求
学校関係機関と相
互協力
表現
創造的発達
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たいで領域の相互性と発展性を促す保育方法（プロジェクト・アプローチ等）を模索する必
要性が指摘されている。このように諸外国の現状を知ることは，歴史的経緯に縛られている
「領域」に対する概念に変化をもたらすと同時に，「領域」の真の意味を再考する好機となる
と考えられる。そして，領域を踏まえ，環境を通して行う保育の具体的な指導やその方法，
つまり，室内外の保育の環境に保育の意図をとけこませ，計画的に環境を構成する技術につ
いて明確に示したものがなく，それが保育現場で共通に認識されていないことを課題として
あげ，2015（平成27）年にスタートした子ども・子育て支援の新制度（新システム）による
保育の多様化に向けて，これまで以上に「領域」について理解を深める必要性についても論
じている。
３．「環境」領域と「表現」領域
（１）乳児保育における３つの視点
領域について考える上で，2017（平成29）年告示の保育所保育指針，幼保連携型認定こど
も園教育・保育要領において乳児（０歳児）の保育及び「乳児保育に関わるねらい及び内
容」が示され，５領域ではない枠組みが示されたことは注目される。乳児・１歳以上３歳未
満児の保育に関する記載の充実は今回の改訂の方針で重要視されている第一のこととなって
いるが，その背景としては，幼い子どもの保育では何が大切なのかという原理を鮮明にする
ことと保育研究の中で新たに明らかになってきた事柄に応じる必要性があったことなどがあ
げられている９）。そして，乳児と１歳児及び２歳児の保育を分けて「ねらい」と「内容」が
示され，乳児の保育については５領域ではない３つの枠組みが示された。それは，①身体的
発達に関する視点「健やかに伸び伸びと育つ」②社会的発達に関する視点「身近な人と気持
ちが通じ合う」③精神的発達に関する視点「身近なものと関わり感性が育つ」の３つの視点
で育ちを評価するという従来にない工夫である10）。①は「健康」と重なり，②は「人間関係」
と「言葉」の両方にまたがり，③は「環境」と「表現」につながった視点とされており，乳
児の場合，５領域に分けるより３つの視点で評価した方が記述しやすく保育を構想しやすい
という考えに基づいている11）（図２）。
これによって，乳児が自分・ひと・ものへの関わりによって育つことがわかりやすく示さ
れたが，「身近なものと関わり感性が育つ」という視点が示されたことによって，「環境」と
「表現」は共通性の高い領域であることがより明確になった。「身近な環境に興味や好奇心を
もって関わり，感じたことや考えたことを表現する力の基盤を培う」ための３つのねらい
と５つの内容には，発達の初期におけるものの役割や援助の配慮点が示されている。そこに
は，身近なものに興味や好奇心をもって自ら関わり，音，形，色，手触りなどに気付くこと
が感覚の働きを豊かにし，興味関心に応じて探索意欲を満たして自由に遊べるようにし，表
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現意欲を受け止めることが表現を豊かに育てると書かれている。これは，１歳以上であって
も，ものへの関わりを促す援助の基本であり，物的環境構成は「表現」と「環境」の両領域
を念頭に行うことが望ましいのではないかという本稿の冒頭での問題提起の妥当性を示唆し
ている。
（２）領域「環境」について
領域「環境」は，過去に「観察」や「自然」という保育項目であった保育内容である。そ
こで環境と呼ばれているものは幼児にとって重要な客観的環境─認識の対象を指しており，
環境を通しての保育というときの環境は環境条件を意味するものであることから区別する12）。
また，子どもにとっての身近な環境には主に自然環境と社会環境があるが，社会環境には社
会と人が含まれ，人とのかかわりについては「人間関係」の領域として独立していることか
ら，さまざまな暮らし，人工物や記号，情報等が該当する13）。ねらいについては，心情とし
ては身近な環境や事象に興味や関心をもつこと，意欲としては環境に自分からかかわり，考
え，生活に取り入れようとすること，態度としては物の性質や数量，文字などに対する感覚
を豊かにすること等である。
2017（平成29）年告示の幼稚園教育要領では第２章に，保育所保育指針と幼保連携型認定
こども園教育・保育要領においては，満１歳以上満３歳未満と満３歳以上に分けて，その
ねらいと内容が書かれている。実践園がこども園となったことから教育・保育要領を手がか
りとすると，満３歳以上においては，「周囲の様々な環境に好奇心や探究心をもって関わり，
それらを生活に取り入れていこうとする力を養う」領域とされ，主な「内容」は，自然に触
れ，美しさや不思議さに気付くこと，ものの性質や仕組みに関心をもち，季節による変化に
気付き，自然事象に関心をもち，動植物と接し命の尊さに気付き大切にし，身近なものを大
⑺
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図２　０歳児の保育内容の記載のイメージ
厚生労働省　保育所保育指針の改訂に関する議論のとりまとめ（平成28年12月21日）より
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切にすること，数量や図形，標識や文字，情報や施設に興味関心をもち国旗に親しむなどで
ある。改訂に際し，比べたり関連付けたりして考えたり試したりして工夫して遊ぶことや我
が国や地域社会の文化や伝統に親しめる配慮に関する記述が加えられている。他の領域との
関連性については，ものを大切にする点は「人間関係」と，美しさに気付き工夫して遊ぶと
いう点は「表現」領域と重なっている。また，内容の取扱いにおいて，我が国の伝統的な行
事，国歌，唱歌，わらべうたや伝統的な遊びに親しむことや異なる文化に触れることによる
社会や国際的なつながりを意識できるようにすることを求める項目が加えられた。
以上のように，領域「環境」は，小学校の生活科とのつながりが深く，ものや事象とのか
かわりを通して，自分を包む環境に親しみ，気付き，考え，工夫する楽しさを知る領域とい
えよう。
（３）領域「表現」について
領域「表現」は，1989（平成元）年に幼稚園教育要領が，翌年には保育指針が25年ぶりに
大改訂され，領域が６から５領域に変更されて誕生した「感じたことや考えたことを自分な
りに表現することを通して，豊かな感性や表現力を養い，創造性を豊かにする」領域であ
る。領域「表現」は，心情としては美しいものへの関心をもち，意欲としては自分なりに
表現して楽しみ，態度としては生活の中でイメージを豊かにして様々な表現を楽しむことを
ねらいとしている。主な内容は，生活の中で音や色，形，手触り，動きなどに気付き，美し
いものや心動かす出来事に触れてイメージを豊かにし，感動を伝え合い，様々な媒体で表現
し，素材に親しんで工夫して遊ぶことであり，音楽に親しみ歌や楽器を楽しみ，かいたりつ
くったりして遊びや飾りに使うことやイメージを動きや言葉で表して演じて遊ぶことなどが
含まれている。これらの内容は，気持ちを表現し伝え合う「言葉」の領域や伸び伸びと行動
し十分に体を動かすことをねらいとする「健康」領域，そして共感や工夫や協力を大切にす
る「人間関係」の領域，さらに美しさに気付き物に関わり工夫して遊ぶ「環境」の領域とも
重なっている。そしてこの枠組みは，芸術の表現形態や表現媒体からではなく，日常的な素
朴な自己表現を大切にし，生活全体を表現の場ととらえるという視点から成っている。
2017（平成29）年告示の幼保連携型認定こども園教育・保育要領においては，満１歳以上
満３歳未満の内容においては，身体の諸感覚の経験や様々な感覚を味わうこともねらいとさ
れ，触れて楽しむ素材として，水，砂，土，紙，粘土が具体的に示されているほか，イメー
ジを豊かにする手立てとして保育教諭等からの話や出来事が示されており，手遊びや全身を
使う遊びを楽しむことも書かれている。また，改訂に際し，満３歳以上では，風の音や雨の
音，草花の形や色などの自然の中にある音，色，形に気付くことや様々な素材などの記載が
加えられた。自然環境や素材に関する記述が加えられていることは，環境領域との重なりが
より強調されたことになるが，同時にその違いについても明確化が必要となる。
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以上から，小学校での学習全般の基礎となる感性や創造性といった資質や表現力を培い，
その基盤となる心情・意欲・態度を養うことを中心としつつも，図画工作や音楽や体育の基
礎となる「楽しさ」を基本とした豊かな体験を求めている領域といえよう。
４．領域と援助
これまで，領域の成り立ちとその意味について，「環境」領域と「表現」領域を中心に概
観してきたが，２つの領域と援助について整理する。
「環境」領域と「表現」領域には，様々な相違点と共通点が存在した。共通点としては，
ものとの関わりが起点や契機となり，ねらいの達成にも関与する点であろう。そのため，い
ずれも物的環境構成が援助の中心的事項となる。物的環境構成の基本は，「幼稚園教育要領」
に新たに加えられた「前文」に，「全ての大人に期待されている」こととして明記された
「幼児の自発的な活動としての遊びを生み出すために必要な環境を整え，一人一人の資質・
能力を育んでいくこと」であり，そのための工夫は保育者の重要な役割となっており，これ
はどちらの領域においても共通である。
２つの領域の相違点は，ものへの気付きから認知面へと展開するのか（環境），感性が働
き得られたイメージが自己表現へと向かうのか（表現）である。また，いずれも外界を自己
内に取り込もうとする発達的欲求に応じる側面があるが，客観的な認識による理解から社会
的適合に向かうのか（環境），主観的な表象の獲得から表出と共感へと向かうのか（表現）
が異なる。前者においては認知や収束的思考による社会的な発達，後者は感性や拡散的思考
による創造的な発達が期待されるといえるだろう。保育の中でこの両面の発達をバランスよ
く促がすのは，子どもが夢中になって遊ぶ場面であると考えられる。領域のために活動があ
るのではなく，遊ぶ姿の中に領域が織り込まれているのであり，遊びを織りあげている糸の
色から何を体験しているのかをとらえ，援助を振り返り，保育を構想する必要があるだろ
う。
筆者（槇）は，造形表現指導の手立てとして，物的・空間的環境構成を「間接的援助」と
し，「直接的援助」と分けて考えることを提案している14）。即ち，豊かな造形表現を引き出
すためには，「間接的援助」としての物的・空間的環境構成に育ちへの願いや指導計画を潜
ませ，行為や言葉による受け止めや触発や誘導といった働きかけ等の「直接的援助」を用
いて自発活動や遊びによる自己充実を図ることを目指す援助が望ましいと考えている。とこ
ろが，表現を促す意図で多様な素材や表現媒体を設定する「間接的援助」によって引き出さ
れるものは，造形表現だけではない。後述する実践においてもそうであったが，例えば制作
コーナーに「○○に使えるもの」という用途をもった材料として設定したものが，素材とし
て試行錯誤され，予想もしない姿になって捨てられることは珍しくない。絵の具を用いる場
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面でも，表現の成果物ではなく，探索行為の結末だけが残される場合もあり，設定者が期
待した造形表現作品は残らないこともしばしばある。造形表現指導としては問題視されがち
であるが，探索意欲や認知的な側面の欲求は満たされたことが推察される。造形表現指導の
方法を論じる際には，そうした姿を表現過程の一部ととらえ，表出として受け止めること
を勧めるが，「環境」領域の視点から事例をとらえ直すことで，行為の意味や子どもの育ち
を理解することができると考えられる。あらゆるものには，環境が提供する価値である「ア
フォーダンス」が備えられており，状況によって「無意識にしたくなる感覚」が引き出され
る。自発性に任せる限り，「環境」領域的な関わりと「表現」領域的な関わりを「間接的援
助」によって制御するのは難しいのにはそうした背景もある。そのため，表現を引き出し楽
しむ環境を構成する際は，関わりの自由を保証しつつも表現のモデルを示す，あるいは「直
接的援助」によって方向付けを行い誘導する必要がある。その際，一人一人を大切にする視
点からあらゆる表出を受容し，情緒の安定をねらいとすることも養護につながる大切な援助
であろう。
ものへの関心や探索行為などの「環境」領域的な関わりについては，さらに積極的に評価
することができる。幼児にとって園で設定される物的環境には目新しいものも多く，それに
親しみ表現や遊びの媒体とするためには，試行錯誤や繰り返しの関わりが必要となる。こう
した関わりには，意欲やコントロールを要することから，認知だけでなく非認知能力の育成
にも有効である。また，幼児期の初期や表現過程の初期においては，表現行為の起点は探索
行為による気付きや見立てであり，感じ考えたことやイメージが起点となって表現行為が進
行するのは幼児期後半である場合が多い。その段階への移行には言葉の獲得による内言の育
ちと表現媒体に関する経験値が必要であり，さらに社会的発達による必要感も契機となる。
そして出現した表現が新たな起点となってさらなる探索や表現が発現し，創造的な遊びが継
続する。つまり，探索欲求と表現欲求を絶えず引き起こし満足させる環境が，「遊びを生み
出すために必要な環境」であると考えられる。物的環境構成を行う際は，ものへの関わりの
姿が「環境」領域と「表現」領域の間を揺れ動くことを前提とし，その過程で探索的，感性
的関わりが豊かに引き出されるように設定し，ねらいに即した誘導を行いつつも主体である
子どもの自己決定を尊重することが，両領域のねらいの総合的な達成につながると考えられ
る。以上が，ものとの関わりから遊びを生み出す物的環境構成の方法に関する仮説となる。
これまで行ってきた実践研究は「表現を育む保育環境」の探究であったが，ねらいに限定
されない豊かな体験や遊びが引き出され，特に「環境」領域のねらいとする資質が育まれる
保育環境にもなっていたと考えられる。そこで，第二章において，実践研究の軌跡をたどり
ながら，その環境が子どもたちに何を提供してきたのかを領域の視点から振り返り，本章で
生成された「環境と表現領域における望ましい環境構成とは，認知的関わりと感性的関わり
⑽
領域「環境」・領域「表現」と環境の構成 87
の間を揺れ動く自由度のある物的環境を設定し，ねらいに応じて誘導しつつ主体性を尊重す
る援助を行うこと」という仮説を検証する。
Ⅱ．教材開発と保育実践の評価
筆者らがこれまで継続的に行ってきた実践研究を概観し，領域の視点から評価を行う。該
当する領域の分析は実践と研究の立場から筆者らで行い，相違点は協議した。
１．カラー板の実践
幼児の素朴な表現は，環境から引き出され，援助によって育まれることから，これまで開
放感のある戸外において表現を促す保育環境について検討してきた15）。ここでは，その過程
で開発した『カラー板』（写真１）を取り上げる。『カラー
板』は，多くの幼児がしゃがんで地面の砂に触れたり絵を
描いたりするのを好むことから，砂による描画の視覚的な
効果を高めてその魅力を増すことで，より楽しい活動にで
きるのではないかと考えて開発した教具である。『カラー
板』はカラーべニヤ板の縁に枠を付けたもので，画面上に
砂をふるうと指で容易に線描ができるだけでなく，揺する
だけで瞬時に線描が消えること，周囲の戸外環境と組み合
わせて多様な用い方ができることが特徴である。
園庭で自由に用いることができる保育環境として複数設
定した。
その結果，『カラー板』を用いた多くの表現事例が得ら
れ，創造的な遊びの展開が見られた。園内研修において，
何を楽しみ，どのような表現が展開したかを整理し，学び
を検討して表を作成した（表２）16）。ここでは，さらに領
域の観点から考察を加える。
以上から，子どもたちが多様な楽しみを見つけ，豊かな
体験をしていることが示され，領域については，感性や創
造性を育む事例が多く見られたことから「表現」領域を中
心とした育ちが期待されるが，ほとんどの事例で，気づき
の促しや性質の理解，戸外における自然との関わりなどに
おいて「環境」領域におけるねらいや内容にもつながって
いることが明らかになった。また，ここで取り上げた事例
⑾
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以外にも，砂場の砂に触れることや描画に抵抗がある幼児が繰り返し遊ぶことで描画を嫌が
らなくなったという報告がなされ，フィンガーペインティングと同様の心理面での効果が推
察された。
２．水砂絵
身近にあり可塑性に富む砂は優れた表現素材である。筆者らはそうした特性に着目して開
発した『カラー板』の新たな活用方法を模索してきた。そ
の過程で「水砂絵」（写真４）の活動を考案し，自由な外
遊びの中で選択できる保育環境として設定した。遊ぶ様子
を映像で記録し，園内研修での振り返りと事例検討から教
材の意義を考察した17）。
本活動では『カラー板』のそばに砂ふるいと砂遊びのバ
ケツ，水と筆とかわいた雑巾を設定し，遊び方を筆者らが
⑿
表２　『カラー板』の楽しさと表現の展開と学び
楽しさ 繰り返された表現行為・遊びの発展 学びの要素 領域の視点
砂の動き
傾けて動きに見入る（写真２） ゆ
すって消す
感性 環境／表現
砂の音 砂が動く音を楽しむ（写真２） 音表現 環境／表現
砂の形 偶然の形を見立て，変化を楽しむ 見立て 環境／表現
砂の性質
ふるう，滑らせる，白砂とぬれた砂
等の区別
性質理解 環境／表現
運動跡
腕のストロークや回転による跡を楽
しむ
触覚，身体感覚 健康／表現
ごっこ遊び 家の中をイメージしてごっこ遊び イメージ 言葉／表現
共感共鳴 偶然性を共に楽しみ笑いあう 人間関係 人間関係
線描
指での線描，地と図による描画を体
験する
造形表現（描画） 表現
型取り型抜き
葉の上から砂をふるって型をとる，
ケーキ作り
造形表現 環境／表現
削りと付加 湿った砂を固めて削る 棒をさす 造形表現（立体） 環境／表現
構成
組み合わせて遊びの場をつくろうと
する
工夫 環境／人間関係
自己表現
箱庭的に自分なりの世界を表現して
楽しむ
造形表現 環境／表現
協同的表現
イメージや発想を伝え合ってつくる
（写真３）
協同制作 言葉／人間関係／表現
写真４
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モデルとして示した。水で濡らした筆で『カラー板』に自由に描画し，砂をかけて形を残す
遊びである。ねらいは，砂と水という親しみのある素材を用いた活動の過程で，濡れている
部分に砂が付くという性質に気づき，瞬時に形が現れるおもしろさを味わい，失敗感や緊張
感なく繰り返し自分なりの表現を楽しむことである。また，筆を用いてのびのびと描く体験
を通して，筆を用いた表現に対する抵抗感をなくし，意欲や技能の向上を図ることを意図し
た。その結果，机上で糊を用いて作品を残す「砂絵」と異なり，戸外で行いすぐに消えるこ
とから，安心して取り組み，遊び方を理解して繰り返し取り組み，イメージを伝え合う姿や
消すことを楽しむ様子が見られた。また，感情表出が乏しく描画を好まない幼児が，砂粉が
ついた板に水筆の跡がつくことに気づき，モデルの示したのとは異なる方法で線描を繰り返
し楽しみ，その後，初めて形を描く姿がみられた。ただし，戸外に筆を設置すること，雑
巾の交換が必要であることなどから，園庭に常設しておくことは難しく，保育者がねらいを
もって設定し，モデルを示すなどの直接的な援助を要する活動であることがわかった。
３．色砂絵
『カラー板』を用いた実践を重ね，新たな活用方法を模索する過程で，色砂を作って表現
する取組みを行い，その有効性を検討した18）。色砂絵の取組にはいくつかの活動が含まれて
いるが，それらに主体的に参加できるよう，自由な外遊びの時間に活動の場を設定し，筆者
らが遊びのモデルを示した。
①色砂作り：砂ふるい，紙コップ，わりばし，アクリル絵の具，色砂入れを園庭に設定す
る。ふるった砂を紙コップの半分程度入れ，教師が絵の具を入れる。わりばしで全体に色
がつくように混ぜると色砂ができる。色別に乾燥させ，自由に使えるようにする。
②枠（額縁）作り：美的な表現を促す物的環境として木枠（古キャンバスの枠）を用意し，
幼児がアクリル絵の具で自由に塗り，地面に設置して使用する額縁とした。
③色砂絵作り：教師が棒で地面に絵を描きその上に色砂を置く，枠を置いて色砂で敷き詰め
るなどのモデルを示した。
「色砂絵」の活動では，色砂作りをとても好む様子が見られ，特に３歳児は繰り返し楽し
み，色砂が不足することはなかった。また，枠を自発的に使用した５歳児は，長時間集中し
て美的な世界を表現し，共同でも取り組む姿が見られた。色に刺激されてか虹をモチーフと
した作品が多く見られ，砂団子にまぶして色づける，混ぜて色づくりをする，さまざまなも
のに見立てて砂遊びに利用する，色のついた砂粒探しを楽しむなどの様子が見られた。
また，年齢別の姿を検討した結果，３歳児は砂や用具そのもの，触感や音を楽しむ傾向が
あり，４歳児は状態・色・形の変化やその不思議さに関心をもち，５歳児は自分の遊びや表
現に取り入れて楽しんでいることがわかり，協同で楽しむ姿も見られた（写真５）。それぞ
⒀
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れの年齢によって多様な楽しみ方があり，素材の特性や可能性を理解しながら創造的な表現
を行っていることがわかった19）。ただし，枠（額縁）の使用の有効性については利用する幼
児が年長児に限られており，限定的であった。
４．ひも砂絵
「色砂絵」では，砂を置く過程ではじめに描いた線描が
消えてしまい，容器を使って少量ずつ配置できる技能があ
る幼児以外は，色の境目を明確にするのが困難な様子が見
られた。そのため，だれもが『色砂絵』で多様な表現が楽
しめるよう線の要素を容易に画面に配置できる材料として
カラー紐を材料として設定した。具体的には，長さの違
うカラー紐を選びやすいように色別にフックに掛け，『カ
ラー板』や『色砂絵』の活動場所に設定し，教師がモデル
として表現を楽しんだ。その結果，日頃は砂場などで遊ぶ
ことが少ない幼児がじっくりと楽しむ姿が見られ，多様な
発展的表現が見られた20）（写真６）。
その結果，一人で砂の上に線描する姿やカラー板上だけ
でなく，園庭を広く使って仲間と共に紐をつないでいくこ
とを楽しむ姿が見られた（写真７）。一方，「カラー紐」そ
のものとの相互作用から発想し，既成の遊具や樹木と組合
せる姿が見られ，紐素材の特性や可能性を探求し理解しな
がら発展的な表現を行っていることがわかった。
色砂とひもを共に用いて遊ぶ様子から事例を収集し，園
内研修において，遊びの楽しさと発展，領域の視点からの
振り返りを行った（表３）。
５．竹素材の設定
戸外環境を表現の場にする多様な取り組みを行ってきた過程で，砂の音を楽しむ幼児の姿
が観察されたことから，音表現を楽しむ環境を加えることで，より豊かな表現活動を促す保
育環境の実現を目指した。具体的には，自由な戸外遊びの時間に，カラー板，竹，砂，ふ
るい，カラー紐を戸外の一角に設定し，幼児の姿を記録した21）。その結果，１回目の実践で
は，カラー板の縁を竹で叩き音を出す等のモデルを示したことから，様々な音を出すことや
合わせることを楽しみ，歌う姿や和太鼓演奏を再現する姿が見られた（写真８）。２回目の
写真６
写真７
写真５
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実践では，モデルを示さず，材料のみ設定したことから，ワイパーのイメージで動かして楽
しむ，砂を平らにする，バケツの中に砂と紐を入れ竹で混ぜて料理のイメージを楽しむ，ひ
も絵の画面の一部に取り入れる等，多様な表現媒体として用いる姿が見られた（写真９）。
そのことから，竹素材を加えることは，表現を楽しむのに
有効であることが示
されたが，安全性や
提供の仕方などに課
題を残した。そのた
め，３回目の実践に
おいては，音を楽し
む素材として設定し
表３　『色砂絵・ひも砂絵』の楽しさと表現の展開と学び
楽しさ 繰り返された表現行為・遊びの発展 学びの要素 領域の視点
素 材・ 感 触
砂の感触，混ぜる振動，紐の感触を
楽しむ
感性 表現／環境
音
砂をふるう音，混ぜる音，オノマト
ペを楽しむ
感性　音表現 表現／言葉
着 色・ 混 色
色がつく様子，色の変化，組合せを
楽しむ
色 表現／環境
線 描
運動跡や紐から線がうまれる楽しさ
を味わう
線 表現
形 作 り
偶然の砂の形や紐の線からの形作り
を楽しむ
形　創造性 表現
発 見・ 性 質
砂煙，砂粒の多様さや紐の性質に気
づき，試す
性質理解 環境
動 作
紐を置きながら戸外で大きな絵作り
を楽しむ
運動 健康／表現
出来事・感情
形や色が変化する驚き，作り出す喜
びを共有する
共感 表現
ご っ こ 遊 び
色砂や紐を食べ物に見立ててやりと
りをする
イメージ 言葉／表現
発 見・ 表 現
木肌の質感から紐を飾る表現を考案
する
性質理解　イメージ 環境／表現
自 己 表 現
失敗感なくのびのびと自分のイメー
ジを表す
イメージ 表現
協 同 的 表 現 互いの表現を見合う　達成感を味わう 共感　協同性 人間関係／表現／言葉
写真８ 写真９
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てモデルを示したところ，「本物のジャングルが幼稚園に
きたみたい」という発話や繰り返し音を試しかかわる姿が
見られた（写真10）。以上から，新規な物的環境の導入時
には，素材の性質と共に，人的環境の影響が大きいことも
明らかになった。
まとめ
１．物的環境構成の方法
戸外を表現の場とし，「表現」領域の保育内容の充実をはかる物的環境を考案して設定し
た結果，創造的な表現だけでなく，「環境」を中心とした他領域の保育内容にかかわる多様
な姿や遊びが生まれていたことが明らかになった。特に，本実践研究が戸外という空間的環
境，砂という物的環境に着目したことが，総合的な活動に広がった要因と考えられた。それ
らは，関わり方を限定せず，探索欲求を満たし，表出を受容し，関わる過程で認識と表現の
欲求を共に満たす自由感のある環境であった。特に素材については，可塑性が高く多機能で
あり，新たに加えた紐や竹についても，伝統的に生活の中で幅広く用いられてきた素材であ
り，概念的な用途から解放された状態で設定されたことにも意味があると考えられる。まと
めとして，本実践で用いた素材を，２つの領域における適切性から検討する。評価方法につ
いては，それぞれの領域のねらいと内容から物に関係する用語を取りだし，その意味すると
ころをキーワードにして評価項目とし，幼児にとっての素材の性質を検討した（表４）。
以上から，砂は，認知的，感性的関わりが可能な自由度のある物的環境構成の要素として
最も適合する素材であった。また，砂を使用する箱庭療法や日本古来の「盆景」という伝統
芸術もあることから，枠の中に砂を用いて世界を作る行為は魅力的な表現方法であると考え
られる。実践に用いたその他の素材には多様な特性があったが，ほぼ２つの領域に適してお
り，こうした観点から，他の素材や教材を設定することも可能であると考えられた。素材は
物的環境の一要素でしかないが，ここでの検討からも，探索欲求と表現欲求に応じる自由度
のある物的環境を設定し，ねらいに応じて誘導しつつ主体性を尊重する援助を行うことが領
域のねらいの総合的な達成に向かう環境構成の方法であるという仮説は妥当なものであると
考えられる。
２．今後の課題
物的環境の構成方法については，倉橋惣三が提唱する「間接教育」の理論が示唆に富んで
いる。倉橋惣三は「自発性の原理」を貫徹するために，「我々の強烈な熱心さを，直接に及
ぼしたら向こうは力をひっこめる。」「明日来る子を待ち受けることが大切である。心の中の
写真10
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みでなく，物でも備えていることが大切。」22）と述べている。また，「遊戯を誘導するに二つ
の手段がある。一つは遊戯法を教えるのである。一つは遊具を供給するのである。前の手段
は『人』により，後の手段は『物』による」23）と述べている。遊具を「系統的」「非系統的」
に分けて論じ，「系統的遊具」は自発的な遊びを失わせるほどに系統的使用を強いた時点で
遊具ではなくなり，「非系統的遊具」はより多方面的な活動を誘導するのがよいとしている。
「非系統的遊具」をさらに「実体遊具」「使用遊具」「材料遊具」と分類しているが，本稿で
検討したのは主に「材料遊具」についてである。これまでの実践研究から物的環境構成の方
法を検討したために，表現素材となる物的環境が検討の対象となったが，さらに範囲をひろ
げて「自発的な活動としての遊びを生み出すために必要な環境」を探究し，室内についても
検討することが課題となる。
本稿において，５年間の実践研究結果を異なる枠組みから検討することで，新たな知見を
表４　提供素材の「環境」領域と「表現」領域との適合
素材の性質 砂 水 色砂 絵の具
カラー
ひも
竹片 竹筒
?
?
?
?
親しみやすさ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ △
探索性 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎
生活への還元性 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
認知的探究性 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
文化的発展性 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎
社会的発展性 ○ ○ × ○ △ ◎ ◎
?
?
自然性 ◎ ◎ △ × △ ◎ ◎
美しさ（感動） ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎
?
?
?
?
イメージの広がり ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○
音の表現性 ◎ ○ △ △ ○ ◎ ◎
形の表現性（可塑性） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 △
色の表現性 ○ ○ ◎ ◎ ◎ △ △
手触り ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
動きの表現性 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ △
平面表現性 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ×
立体表現性 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
遊びへの発展性 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○
装飾発展性 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○
淑徳大学研究紀要　第52号（総合福祉学部・コミュニティ政策学部）94
⒅
得ることができた。子どもの最善の利益のためにという原則に則り，引き続き実践の場で物
的環境の構成方法の探究と教材の開発を行いたい。今後は，一領域の枠組みからだけでな
く，他の領域や新たに示された資質・能力に関する３つの柱，「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい10の姿」などの枠組みから実践を評価し，より有効な理論を抽出したい。実践を振
り返ることの意義を明確にできたことも本研究の成果である。
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A Study of Environment Construction in 
the Fields Area of “Expression” and “Environment”：
Through Developmental Pactice Research of 
the Outdoor Environment in Nursery Education
MAKI, Hideko　TOGIN, Reiko　
The purpose of this study is to abstract a frame of theory from practice in the area “expression” and 
“environment” for enriching both areas. Investigating developed methods for the area “expression” 
such as “color plate”, “water sand painting”, “color sand painting”, “cord sand painting”, and “material 
bamboo” clarifies construction effectiveness for the area “environment”, too.
From verifying the practice of constructing good material environment for the area “expression” in 
nursery school garden, it is obvious that the constructed environment brings diverse play activities of 
the artistic expression.
As we accumulated examinations, we found two points that contribute to achieve both goals of the 
area “environment” and the area “expression”:
?） Establishing flexible environment suitable for searching and self-expression desire.
?） Assisting children’s activities according the aim and paying more attention self-direction of 
children.
